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B-DASHプロジェクト : Breakthrough by Dynamic Approach in Sewage High Technology Project
本研究は、国土交通省国土技術政策総合研究所からの委託を受けて、実証を行っているものです。
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実証研究の内容

リモート診断技術
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制御性能診断機能

制御パラメータ自動調整機能

制御パラメータの妥当性
（調整余地の有無）を診断

制御パラメータ（比例ゲイン、
積分ゲイン、微分ゲイン）の
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プロセス監視データの
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支援情報をもとに
異常対応を実施

制御パラメータの自動調整により、
制御性能を改善し、変動を抑制

制御パラメータ調整による効果のイメージ図
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制御性能改善技術多変量統計的プロセス監視（MSPC※2）技術
曝気風量制御技術のPID制御※3に関連するプロセス監視データを利用して、制御パラメータの妥当性を自動で診断し、調整を行うことにより、
曝気風量制御の性能を改善する技術です。

下水処理場における多数のプロセス監視データの相関を、統計的手法を用いた診断モデルにより解析し、
下水処理プロセスの異常兆候を検出するとともに異常要因の推定を行う技術です。
※2  MSPC: Multivariate Statistical Process Control

※1  ICT: Information and Communication Technology（情報通信技術）

※3  PID制御：  制御工学におけるフィードバック制御の一種で、目標信号(SV)と測定信号(PV)との差(偏差)をProportional(比例)、Integral(積分)、
 Derivative(微分)の各要素により調整し、操作信号(MV)の制御を行うものです。温度、圧力、流量等の各種プロセス制御に広く利用されています。
※4  MV、ＰＶ、ＳＶ： それぞれ Manipulated Value、Process Value、Setting Value 

曝気風量制御技術に対して、制御パラメータの妥当性を自動で診断、調整することで、
制御性能の安定化を図り、維持管理性の向上を実現します。

曝気風量制御技術を含む水処理運転に対して、年間を通じて、エネルギー原単位上昇などの異常兆候を監視し、
その異常要因を推定することで、より安定的な運転管理を行い、維持管理性の向上を実現します。

NH4-Nセンサーを活用した曝気風量制御技術
アンモニア性窒素(NH4-N)センサーで反応タンク内の硝化状況を監視し、これに応じてDO目標値を自動で変化させることで、
処理状況に応じて曝気風量を最適化し、省エネ化を図る技術です。

プロセス制御技術

要求水質に応じた水処理機能の確保を図り、曝気風量制御に係わる消費エネルギーを抑制します。

に資する戦略的な技術であることを実証します。

要求水質に応じた安定した水処理機能の確保 消費エネルギーの抑制 維持管理性の向上

全国の下水処理場では、安定した放流水質を確保しつつ、温室効果ガス排出量の削減や省エネルギー化を実現し、
同時に維持管理性の高い水処理技術が必要とされています。また、市町村合併による広域化の進展等により
管理施設数が増加する一方で、熟練技術者が減少する傾向にあることから、複数の施設を効率的に管理するための
仕組みの整備が求められています。

そこで、本実証研究では、ICT※1を活用した下図に示す3つの要素技術を組み合わせた革新的な水処理運転管理技術を導入し、
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